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農作業安全に関する指導者向け研修 第１章 農作業安全推進の背景・目的と概要

１ 農作業事故が引き起こすもの P.2～P.３
テキストページ

１）農作業事故は身近な存在

「農業」から事故はイメージできない？

ところが・・・

・農作業死亡事故の発生、年間３００件前後
・農業者10万人あたり死亡事故件数、全産業平均の13倍

ところが、多くは「自分は大丈夫」「事故は他人事」

事故に遭って初めてその恐ろしさを思い知る

誰の身に起きても不思議ではない状況
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「事故に遭って初めて、やっておくべき
ことがたくさんあったことに気づいた。
全国の仲間にはこういう目に遭う前に気
づいて欲しい」

Ｃさん：自脱型コンバインの搬送チェーンに左手を巻き込まれた

被災者の思いを知ってください

「ケガで済んでよかったと言われるが、
想像していた以上に心身がつらい」

Ａさん：ブロードキャスタのアジテータに左足を巻き込まれた

「こういう目に遭うのは、自分が最後で
あって欲しい」

Ｂさん：ロールベーラの駆動チェーンに右手を巻き込まれた

2



農作業事故によるダメージ

身心への影響

・治療や後遺症による肉体的ダメージ

・自分の過失に対する心理的ダメージ
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他者を傷つけたときのショックは一生続く

・アルバイトの甲子園球児のトレーラによる轢かれ

・トラクタに同乗させた孫の転落・ロータリへの巻き込まれ
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農作業事故によるダメージ

・治療費の負担、休職中や後遺症による収入減、債務
への影響

・経営状態の悪化、離農、地域農業への打撃

経済への影響
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露地野菜中心、約２ｈａ
ＪＡの部会長を歴任し、ラジオ出演の経験も
ある地域の中心的存在

Ｂさん（当時５０歳代）
ロータリに巻き込まれ、車椅子生活を余儀なくされた

離 農
生命保険しか加入しておらず、
取引価格の暴落とも重なり、
子息の学費捻出にも困窮
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農作業事故によるダメージ

・自分の代わりとなる労働力の確保

・休職中の業務の遅滞

・休職中の家族や仲間等への作業負担増

周囲への影響

農作業事故は、最大の経営リスクのひとつ
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しかし・・・
人は不吉なことには向き合いたくないもの

「今まで大丈夫だったから、これからも大丈夫、のはず」

正常性バイアス

経営リスク
・自然災害
・資材費等の高騰 防げない
・生産物価格の下落、等

あえて正面から向き合う必要 なぜなら・・・

・農作業事故 防げる！
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１）農作業死亡事故の統計

農作業死亡事故件数は2009年以降減少傾向だが・・・
農業者10万人あたり死亡事故件数は上昇傾向
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１）農作業死亡事故の統計（2010～２０１９）

 農作業死亡事故の内訳

農業機械による事故60～73％
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１）農作業死亡事故の統計（2010～２０１９）
 農業機械による死亡事故の内訳（ワースト３）

乗用トラクター40～50％、歩行用トラクター9～18％、
農用運搬機11～17％

乗用トラクタ

歩行用トラクタ

農用運搬機 9
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１）農作業死亡事故の統計（2010～２０１９）

 農業機械による事故の様態

転倒・転落42～51％、挟まれ14～20％、ひかれ5～14％、
回転部への巻き込まれ6～12％
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１）農作業死亡事故の統計（2010～２０１９）

 農業機械・施設以外による死亡事故の内訳

ほ場・道路からの転落16～33％、稲ワラ焼却中等の火傷
12～30％、熱中症20～44％
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１）農作業死亡事故の統計（2010～２０１９）

 年齢層別の推移
80歳以上33～53％、70歳代25～40％、65歳以上層76

～88％
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１）農作業死亡事故の統計（2010～２０１９）

 若年層の負傷事故発生率はむしろ高い
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２）農作業事故が減らない理由－法律上の問題

農業分野での安全対策が未確立

他産業では、５ＳやＫＹＴなど様々な取り組みが確立

事故報告義務がない

農水省の調査は死亡事故のみ、人口動態調査から集計

事故の詳細が不明、負傷事故は全国調査がない

的を射た対策が困難

事故の実態がわからないので、机上での想定になりがち

農業（家族経営）は労働安全衛生法の適用外となることが多い

法令・規則に基づいた安全対策への助言を得にくい

安全意識が高まりにくい
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農業関係者の安全意識の実態

機械に乗る時や高所作業時にヘルメットをかぶらない

トラクタに小さな子供を乗せて作業する

こんな場面を見聞きしたことはありませんか？

火のついたタバコをくわえながら給油する

などなど・・・決して悪気がある訳ではないけれど・・・

田植機の前部にしがみついて田から出る

上記の状態を見ても、周囲が注意しない

危険に気付いていない

農業関係者の安全意識は、全業界で最低レベル
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３）農作業事故が減らない理由－多くの農業者に見られる傾向
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 「農業者を守る法律を作るべき！」

もっともだが、法律成立までには長い年月が・・・

その間も被災者は増え続ける
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では、どうしたらよいのでしょうか？

やがて法律ができる際には、その内容が反映され、農業
の実情に合ったものになるはず

法令問題の是非はともあれ、事故対策は待ったなし

現実問題として「農業者の安全は、農業者自らが創るもの」

農業者だけに押しつけてはならない

関係者一丸となって知恵を出し合い、
力を借り合って取り組む必要

テキストページ
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機械オペレータ全員がヘル
メットを着用して、作業を
実施

農業の常識は、世間一般では非常識だと気がついた

建設業経験者が提唱したが、最初は皆、嫌だった

農協職員のサポートもあり、次第に習慣化

今では作業時にヘルメットを被らないと不安

機械の点検整備中に頭をぶつけ、効果を認識

ヘルメットを被ると仕事スイッチが入る

安全靴も履いています

A県B法人（集落営農法人）の取り組み
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４）農作業事故撲滅への道
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農作業安全啓発の目的とは？

「あなたが無事でいて欲しい」という思いを伝えること

・チラシ、ポスター等の配布

とにかく「農作業安全」が目につく頻度を上げるのが大事

ケーブルテレビや地元ラジオでの放送、宣伝カーの利用も一案

そのためには、どうしたらよいか？
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５）安全啓発の必要性

効率的だが、それだけでは不足

心に深く刺さりにくい
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・研修会や農家回りの際に、ひとこと言い添えてチラシを配布

非効率的だが、相手に直接、気持ちを伝えられる
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５）安全啓発の必要性

自分の心を相手に向ければ、相手の心も動く

「どうせ聞いてもらえない」と諦めてしまったら、それで終わり

めげず、しぶとく、根気よく（なおかつ気楽に）
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